
• 全体画面

• ＱＳＬカード表示マニアル

• ＱＳＬカード画像保存先の作成

• 管理のためのデータ処理

• 検索方法１（プルダウンメニューからの検索）

• 検索方法２（フォト画面表示方法）

• ＱＳＬカード表示マニアル（オプション画面）

• ＱＳＬカード表示マニアル（登録ファイルのルール及び特殊なデータの登録方法）

• ＥＱＳＬからの画像取込（接続から取込までの流れ）
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ＱＳＬカード表示マニアル
全体画面

・ 画像画面の表示方法
「各」欄ダブルクリック
画像未登録の場合は表示されません

Ｐ（黄色）ボタンをクリック

その他、IOTA、ＤＸＣＣ、ＪＣＣ等の
管理画面の「Photo」
の文字をクリックで表示

マニアル更新日：２０２１／０９／１０

・登録されている局名でクリックの例

コールサイン、ＤＸＣＣ、ＩＯＴＡ欄へ１文字入力後の上下矢印キー、
マウスのスクロールで画像を選択できます。

ズーム

・画像は自動的に画面に合わせてズームし、終了時の状態を環境に書き込
みますので次回の起動時には、その位置と大きさを再現して起動します。

ＪＣＣについては、ＤＸＣＣに参照して使用してください。
（ファイルの作成方法に差異が有ります。）
各ツールをマウスの（スクロール）中央ボタンクリックで
機能説明が表示されます。
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コールサイン検索
ＪＡ５の局の検索場合
JA5まで記入して上下の
カーソルキーで選択
必要な部分まで入力（前方一致）
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ＱＳＬカード表示マニアル
ボタン説明

・ＤＸＣＣ
ＤＸＣＣ番号で登録されて
いる画像の名前が取り込
まれています。
「ＤＸＣＣ番号」＋「Ｆ」

・ＩＯＴＡ番号
ＩＯＴＡ番号登録されている画像
の名前が取り込まれています。
「ＩＯＴＡ番号」＋「Ｆ」

ファイル名は「記号」＋「Ｆ」or「Ｂ」となりますが、ここに初期表示されるのはフロント側の「Ｆ」のみとなります。
（コールサインのみ視認性を向上するために「－」ハイフォンをつけています。）

裏面表示は「Ｆ」側を表示させた後「裏面表示」ボタンで裏面を表示します。
（極力シンプルに表示させるためのものです。）

・マニアル
このマニアルが
表示されます。

・ＩＯＴＡリスト
画像名から判断してメインのＩＯＴＡ番号を表示します。
ただし、画像名にＩＯＴＡ番号が記入されている必要が有ります。

・メイン画面検索
最後に検索した内容でメイン画面の業務日
誌を検索します。

「最終検索」が
・ コールサインであればコールサイン
・ ＤＸ番号で有ればＤＸＣＣ、
・ ＩＯＴＡであればＩＯＴＡ
により、メイン画面欄に対象局抽出されます。

・画像名選択（複数カード処理用）
ＤＸＣＣ、ＩＯＴＡ検索で複数登録が有る場合はピンク色になり、左に件数が表示されます。
選択することでそのコールサインが表示されます。
２件以上の場合は、ピンク色になります。

・標準画像
標準の大きさに
画像を戻します。

登録画像の選択方法 （コールサイン、ＤＸＣＣ、ＩＯＴＡ欄）
▼をクリック ： 画面を拡大して検索します。
マウススクロール ： 前後回転で画像を選択
１文字以上入力＋上下カーソル ： 文字前後の画像を選択
クリック＋上下カーソル ： 文字前後の画像を選択

ＥＳＣ ＝ メイン画面のコールサイン入力欄へ移動
Ｆ１ ＝ メイン画面の検索準備を実施
Ｆ２ ＝ この画面をクローズ

・ＪＣＣ
ＪＣＣ番号で登録されてい
る画像の名前が取り込ま
れています。
「ＪＣＣ番号」＋「Ｆ」
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・直前の検索内容
ここをクリックで直前の内容を再検索します。

・画像回転 90度回転します。
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ＱＳＬカード画像保存先の作成（初回のみ要作成）

保存場所
Ｃ～Ｚのルートに「QSLCARD」「QSLCARD¥TEMP」のフォルダーを作成します。

コールサインからのＤＸＣＣ、ＩＯＴＡ名および一括自動登録はＰ－７

登録ファイルのルール及び特殊なデータの登録方法はＰ－８

「QSLCARD」： 検索フォルダー

「QSLCARD¥TEMP」： 検索フォルダーへ取込前の一時フォルダー
コールサインのみのファイルをここへ登録します。

環境設定の「PhotoDrive」へ登録「Ｃ：￥～Ｚ：￥」登録後のBGALOG再起動で有効となります。
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管理のためのデータ処理

★ Ｐ欄の活用（Pedhishon）欄
Ｆ：の記号（ＤＸ）、Ｊ：（ＪＣＣ）をクリックの後画像ボタンクリックで検索が出来ます。
（Ｆ、Ｊ記号のない場合や他の項目のクリックでは画像表示されません。）

★ ＤＸＣＣ、ＩＰＴＡ、ＪＣＣリストの「Ｐｈｏｔｏ」文字のシングルクリック

★ 星取表の「Ｐ」ボタンクリック
星取表に表示のＤＸＣＣ番号により表示します。

★ ＪＣＣ番号の後に の記号が表示されている場合のクリック
画像が未登録の場合は表示されません。

「Ｆ」「Ｐｈｏｔｏ」等の登録 クリック
「Ｐ－７」をご覧になってください。
（オプション画面で登録できます。）

「Ｆ（ＤＸ）」、「Ｊ（ＪＣＣ）」の文字クリックで画像が表示されます。

※ 本来はＰｈｏｔｏの「Ｐ」とすべきですが、「Ｃ・Ｐ・Ｗ」について
はすでにペディション管理で使用されていますので「File」有りの
意味で「Ｆ」、「Ｊ」としています。

ローカル局が来た時の話の話題作りのために
開かずのフォルダーケースからの脱却

又は下記ボタン
「Ｆ」 ＤＸ、ＩＯＴＡでの検索

「Ｊ」 ＪＣＣでの検索
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検索方法１

画像選択は切替
「F」「B」切り替え、「B」が未登録の場合
は表示されません。

選択クリック後の「↑↓」キーで前後の画像を順次表示
選択したいところをクリックでカーソルキーで順次表示

コールサイン欄
１文字以上入力でカーソルキーを押すとその入力後した文字の前後の局が選択できます。

ＤＸＣＣ欄
１と入力でその前後の内容が選択される

ＩＯＴＡ欄
Ｏと入力でその前後の内容が選択される

・画像選択
ＤＸＣＣ、ＩＯＴＡ検索で複数登録が有る場合はピンク色になり、左に件数が表示されます。
その場合選択することでそのコールサインが表示されます。

・メニューから選択、マウススクロール、選択

・プルダウン
拡大表示からクリック選
択で画像が切り替わり
ます。

検索：１文字以上入力後に「↑↓」カーソル or マウススクロール、
（オレンジ色のコンボボックスでは入力リターンでは表示が出来ません。）
Or プルダウンメニューから選択して下さい。

コンボボックスではリターンキー「Enter」の代わりに
矢印キー「↑↓」を使用してください。
カード（局）間の移動は表画面となります。
裏画面は一旦面田を出した後に「裏表示」により表示してください。
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検索方法２

メイン画面でのコールサインからの検索
「Ｑ」欄に「Ｆ（Front）」の記号が有れば画像クリックで表示できます。

ＩＯＴＡ画面でのＩＯＴＡ番号からの検索
「申請用カード整理済局」欄に「Ｐｈｏｔｏ」の記号が有れば画像「Ｆ（Ｆｒｏｎｔ）」表示ボタンで表示できます。
または、「Photo/」の位置をクリックで直接そのIOTAの画像を表示します。（ボタンクリック不要）

ＤＸＣＣ画面でのＤＸＣＣ番号からの検索
「備考」欄に「Ｐｈｏｔｏ」の記号が有れば画像「Ｆ（Ｆｒｏｎｔ）」表示ボタンで表示できます。
または、「Photo/」の位置をクリックで直接そのIOTAの画像を表示します。（ボタンクリック不要）

Photoと記載のIOTA（DXCC）を抽出

・黄色の場合はクリックでそのカントリーの画像が表示されます。 7
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ＱＳＬカード表示マニアル
オプション画面

取込オプション画面

取込画面

取込ボタン利用で通常は自動で次ページの様に取り込まれます。

一括取込（通常取込）
TEMP フォルダー内に「コールサイン名．ＪＰＧ」で登録しておきます。
データ画面には「コールサイン名－Ｂ．ＪＰＧ」で登録します。
クリックで自動的にファイル名変更され「QSLCARD」に移動されます。
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色々なＤＸＣＣ番号の付与
W1AW-F 291F 166F 110F 285F 009F 006F 202F.jpg

※ ［3文字の数字］＋［F］でそれぞれがＤＸＣＣと認識されそれぞれのＤＸＣＣ番号検索で登録されます。

ＱＳＬカード表示マニアル
登録ファイルのルール及び特殊なデータの登録方法

１つのコールサインに複数の画面を登録
W1AW-F 291F.jpg
W1AW-F 291F 1.jpg（「.JPG」の前に［スペース］＋［適宜な数字1文字］を登録）

※ 1文字でも異なれば別のファイルとして認識されます。

１つのコールサインにＤＸＣＣ、ＪＣＣ、ＩＯＴＡが含まれる場合
JR8GZU_6-F 339F 47005A-F AS-024-F.JPG

注意事項 （Ｆ or Ｂ） 例
コールサイン ＝［コールサイン］＋［-F］ JA5BGA-F
ＤＸＣＣ ＝［ＤＸＣＣ番号（3桁）］＋［F］([-]無) 339F
ＪＣＣ ＝［ＪＣ番号（4桁）以上 ］＋［-F］ 3810-F
ＩＯＴＡ ＝［ＩＯＴＡ番号（4桁）以上 ］＋［-F］ AS-076-F
移動記号 ＝［/］⇒［_］（アンダースコアー JA5BGA/5

：WINDOWSではファイル名として使用できないため）
検索時等には自動的に相互に読み替えられます。

データ画面の場合
JR8GZU_6-B 339B 47005-B AS-024-B.JPG

取込ボタン利用で通常は自動で登録されます。
直接修正を行う場合の注意事項です。
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目次へＥＱＳＬ.CCからの画像取込（接続から取込までの流れ：ｂｇａｌｏｇ方式）

画像右クリック
保存先を次の場所に保存
拡張子は（JPG、JPEG）等
［C:¥QSLCARD¥TEMP¥VA3FF.jpeg］

このフォルダーがない場合は事前に
作成しておく必要があります。

いくらかの取り込みが終了時点で により一括取り込みを行います。
一括取り込みが終了すると
［C:¥QSLCARD¥TEMP¥VA3FF.jpeg］ から ［C:¥QSLCARD¥VA3FF-F 001F.JPG］などの様にファイル名が変更され移動取り込みをされます。
（ファイルが移動されずに残っている場合はファイル名［局名］の誤りがないか確認してください。）

以上で [E] ⇒ [R]となり ［F］or［J］マークが入ります。

Eqslは次のようにアーカイブにすればその局の処理は終了です。

以上で［ ］ボタンで右の様に

画像が見える様になります。


